
  

 
 
 
 
 
 
 

        

“自分
じ ぶ ん

で決
き

める”夏
なつ

にしよう  ～「自分軸
じ ぶ ん じ く

」 or 「他人軸
た に ん じ く

」～ 

副校長
ふくこうちょう

 長谷川
は せ が わ

 美穂
み ほ

 

蝉
せみ

時雨
し ぐ れ

が賑
にぎ

やかに降
ふ

り注
そそ

ぐ時季
じ き

となりました。 

生徒
せ い と

は、期末
き ま つ

考査
こ う さ

を終
お

え、1学期
が っ き

のまとめをするとともに、３９日間
にちかん

の長
なが

い夏休
なつやす

みを目前
もくぜん

に控
ひか

え、きっとワクワク

していることと思
おも

います。夏休
なつやす

みには、遊
あそ

びに出掛
で か

ける予定
よ て い

や宿題
しゅくだい

などの計画
けいかく

、部活動
ぶかつど う

での目標
もくひょう

や読書
ど くし ょ

など、

様々
さまざま

な過
す

ごし方
かた

に思
おも

いを巡
めぐ

らせていると思
おも

います。 

特
と く

に３年生
ねんせい

では、卒業後
そつぎょうご

の進路
し ん ろ

決定
けってい

に向けて上級
じょうきゅう

学校
がっこう

の説明会
せつめいかい

に参加
さ ん か

したり、具体的
ぐ た い て き

な勉強
べんきょう

の目標
もくひょう

を掲
かか

げ

たりする人
ひと

も多
おお

いかと思
おも

います。２年生
ねんせい

では、部活動
ぶかつど う

で代替
だ い が

わりし、新
あたら

しいチームでの本格的
ほんかくてき

な練習
れんしゅう

や大会
たいかい

へ

の意気込
い き ご

みを新
あら

たにしている人
ひと

もいるかもしれません。１年生
ねんせい

は、中学校
ちゅうがっこう

生活
せいかつ

における初
はじ

めての夏休
なつやす

みです。

小学生
しょうがくせい

であった頃
ころ

より、自分
じ ぶ ん

で物事
ものごと

を判断
はんだん

して行動
こうどう

することも多
おお

くなると思
おも

います。 
 

何
なに

かを決
き

めて実行
じっこう

していく時
とき

、私
わたし

たちは、どれだけ本当
ほんとう

の自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちで動
うご

いているでしょうか。心
しん

理学
り が く

や、

コーチング論
ろん

では、「自分軸
じ ぶ ん じ く

」や「他人軸
た に ん じ く

」という言葉
こ と ば

を以下
い か

のように意味
い み

付
づ

けされています。 

自分軸
じ ぶ ん じ く

 … 「自分
じ ぶ ん

がどうしたいのか、どう在
あ

りたいのか」を基準
きじゅん

に行動
こうどう

すること。 

他人軸
た に ん じ く

 … 「他者
た し ゃ

や社会
しゃかい

からどう思
おも

われるか、どう評価
ひょうか

されるか」を基準
きじゅん

に行動
こうどう

すること。 
 

勉強
べんきょう

を例
れい

にして表
あらわ

してみます。「希望
き ぼ う

する進路先
し ん ろ さ き

に合格
ごうかく

するために、勉強
べんきょう

をがんばろう。」、「夏休
なつやす

みは思
おも

い切
き

り楽
たの

しみたいから、宿題
しゅくだい

は早
はや

く終
おわ

わらせよう。」と、 自
みずか

ら思
おも

って勉強
べんきょう

していた場合
ば あ い

、これは、「自分軸
じ ぶ ん じ く

」で考
かんが

えて

判断
はんだん

したこととなります。一方
いっぽう

、「あの進学先
しんがくさき

でないと、親
おや

（世間
せ け ん

）に認
みと

めてもらえないから。」、「宿題
しゅくだい

をやってか

ら遊
あそ

びにいかないと、親
おや

に怒
おこ

られるから。」などと考
かんが

えて勉強
べんきょう

するのは、「他人軸
た に ん じ く

」からの行動
こうどう

となります。 

一見
いっけん

、「自分軸
じ ぶ ん じ く

」は自我
じ が

が強
つよ

く、わがままや自分勝手
じ ぶ ん か っ て

であり、「他人軸
た に ん じ く

」は他者
た し ゃ

の気持
き も

ちを尊重
そんちょう

できると誤
あやま

った

解釈
かいしゃく

をされることがありますが、実際
じっさい

の意味
い み

は全
まった

く別
べつ

です。「自分軸
じ ぶ ん じ く

」で決定
けってい

して行動
こうどう

することは、自分
じ ぶ ん

が本当
ほんとう

に大切
たいせつ

にしたいことや、やりたいこと、望
のぞ

みを考
かんが

えるので、「自分
じ ぶ ん

を大切
たいせつ

にする」ということにつながります。そし

て、それは、自分
じ ぶ ん

が決
き

めたことに責任
せきにん

をもつということにもなり、真
しん

の自立
じ り つ

を確立
かくりつ

させることになります。しかし、

「他人軸
た に ん じ く

」は、他者
た し ゃ

からどう思
おも

われるかを気
き

にするあまりに、自分
じ ぶ ん

の思考
し こ う

を軽視
け い し

し、自己
じ こ

否定的
ひ てい てき

な考
かんが

えに陥
おちい

りや

すくなります。物事
ものごと

がうまくいかなかった際
さい

に、「私
わたし

が決
き

めたのではない。〇〇にこう言
い

われたから、こうしたん

だ。」と人
ひと

のせいにもできてしまいます。 

人
ひと

の気持
き も

ちは複雑
ふくざつ

なものです。「自分軸
じ ぶ ん じ く

」と「他人軸
た に ん じ く

」、どちらか１００ ％
ぱーせんと

で物事
ものごと

を決断
はんだん

できるものはないと思
おも

いますが、どちらがより多
おお

くを占
し

めているかは、今一度
い ま い ち ど

考
かんが

えてみるのもよいのではないでしょうか。 
 

最後
さ い ご

に、大人
お と な

は、子
こ

どもたちが純粋
じゅんすい

に「自分軸
じ ぶ ん じ く

」で考
かんが

え、自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちとよく向
む

き合
あ

って物事
ものごと

を決定
けってい

し、実行
じっこう

することができる環境
かんきょう

や時間
じ か ん

を与
あた

えていくことが大切
たいせつ

なのではないかと思
おも

います。 
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〈通知表の所見欄の記載について〉 

昨年度よりお知らせしていたとおり、今年度から通知表の担任による所見は、年度末のみの記載と

させていただきます。なお、１学期のお子さまの様子は、夏季休業中の三者面談の際に、また、２学期

のお様子は、１２月の三者面談の際に、担任より直接お話させていただきます。御理解のほど、よろし

くお願いいたします。 



 

○「がん教育」講演会（６月１６日［月］６校時 ２年生） 
肺がんを罹患された方に、御自身の体験から主にがんになる前にできること、が 

 んと診断されたときはどう行動したらよいかについて説明していただきました。そ 
の話の中で 2 人に 1 人はがんにかかり 68％の人が治っていることを知り、定期検診 
をし、早期に発見して治療することが大切だということを理解しました。 
 
 

○「｢高校出前｣授業（６月１７日［火］５・６校時 ３年生） 
都立・私立高校１０校の先生をお招きして、それぞれの高校 

の特色を活かした授業を、生徒が２校選び１時間ずつ行なっ 
ていただきました。７月１１日（金）に１回目の進路説明会を 
行いました。いよいよ進路選択にむけた取り組みが始まり、貴 
重な体験となりました。  

○「食育」講演会（６月３０日［月］１校時 全校生徒） 
スポーツ栄養の現場で多くの経験を積まれ、柔道の男女 

日本代表の栄養サポートを行った方をお招きし、主に⓵栄 
養（食事）と運動、休養の関係について⓶食事の基本の 
かたちと効果的な食事の取り方について⓷捕食の取り方 
について話をしていただきました。食事量が足りないときの 
授業・練習中のエネルギーの状態のグラフを見て、しっかり 
睡眠をとり、食事をしっかり取る基本的なことが大事だとい 
うことをあらためて確認しました。  

○「多様性の学習」講演会（７月４日［金］５校時 １年生 ６校時 ２・３年生） 
くにたち男女平等参画ステーション・パラソルの方に来て 

いただき、５校時の１年生は主に「誰もがもっている境界線・ 
性の多様性」について、６校時の２・３年生は「誰もがもっ 
ている境界線・性の多様性」「性の多様性に伴うアウティン 
グ」について話していただきました。お互いを認め合い、差 
別や偏見のない公正・公平な態度ですべての人に接していく 
こと、知り得た他人の秘密を本人の同意なしに話してはい 
けないことを学習しました。  

 
 
 
【表 彰】 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
【表 彰】 
◇卓球部 第 10ブロック夏季卓球大会 女子団体 第５位 

女子シングルス 第３位 ３年   男子シングルス ベスト１６ ２年  
                    

７月の予定 
16㈬ 中央委員会 二中 STEP(14:45～16:30) 

（１）スクールバディ研修会３回目（放課後） 
17㈭ 給食終 大掃除  

②③④各学年集会 ＳＣ相談日 
19㈮ 終業式 安全指導日 
21㈪ 海の日 
22㈫ 夏季休業日始 
   国立市立小・中学校合同授業研究会（教員） 
23㈬ 夏季学習教室始 三者面談始 
31㈭ 夏季学習教室終 

８月の予定 
１㈮ 三者面談終 
12㈫～18㈪ 学校閉庁日（中学校） 
26㈫ 夏季休業日終 
27㈬ 始業式 生徒会役員選挙公示  

避難訓練（保護者・地域と連携） 
 

28㈭ 給食始 Ⅱ期時間割始 休み明けテスト 
29㈮ 安全指導日 ＳＣ相談日 

９月の予定 
１㈪ 学校公開週間始 
２㈫ 生徒会役員選挙活動始 

二中 STEP(15:45～17:30) 
３㈬ かがやき授業始 ＳＣ相談日 
５㈮ ＳＣ相談日 
６㈯ 道徳授業地区公開講座 （学校公開週間終） 
９㈫ （２）貧血検査 AM 二中 STEP(15:45～17:30) 
10㈬ 中間テスト２週間前 ＳＣ相談日 

国立市立小・中学校合同授業研究会（教員） 
11㈭ 生徒会役員選挙⑥ （３）模擬選挙⑥ 
12㈮ 学校保健委員会 安全指導日 ＳＣ相談日 
15㈪ 敬老の日 

○ 租税教室 （７月７日［月］３年社会科授業） 
  税の種類・納税の仕組み 
について、説明を聞いた後、 
納税額の計算をグループに 
分かれて行い発表し、理解 
を深めました。 

○ 交通安全教室（７月７日［月］６校時 １年生） 
危険運転の動画や事故の写真 

をみて、自転車を利用するとき 
の交通ルールや注意することに 
ついて学習しました。 

○ カジュアルウィーク（７月７日［月］～１６日［水］） 
生徒は学びの場にふさわ 

しい服装を自分で判断し登 
校していました。普段は見 
られない仲間の違った面に 
触れ、互いの個性を知り交 
流を深めるきっかけとなり 
ました。 

○ ＳＯＳの出し方教育（７月１０日［木］６校時 １年生）  
クロームブックを用いて、ス 

トレスに対してどうしているか、 
 つらそうにしている人がいたら 
どうするかなど意見交流を行い 
ました。動画を見て、SOS の出 
し方を学習し、国立市保健セン 
ターの方に相談機関を紹介して 
いただきました。 


